
広島県安芸太田町

水を活かしたまちづくり
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広島県安芸太田町の概要について①

人 口：5,290人
世帯数：3,017世帯
（令和７年４月末時点）

面 積：341.89ｋ㎡
（うち森林面積302.39ｋ㎡）

広島県の北西部（広島市の北）に位置。
平成16年（2004年）10月 ３町村（加計町・筒賀村・戸河内町）が合併し
安芸太田町が誕生しました。
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人 口：5,740人 ⇒ 広島県内最少

高齢化率：52.1％ ⇒ 県内１位

人口減少率：11.3％ ⇒ 県内１位 ※H27→Ｒ2

※令和2年国勢調査
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広島県安芸太田町の概要について②
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■特別名勝 三段峡

フランスの旅行ガイド雑誌
「ブルーガイド」に３つ星
認定されました。

■温井ダム

中国地方では、
唯一高頻度で
放流が見られ
ます。

■井仁の棚田

日本の棚田百選
に認定されてい
ます。

■恐羅漢
スノーパーク

県内最高峰
（1,346ｍ）の高さが
ある山であり、頂上か
らは日本海を一望でき
ます。

広島県安芸太田町の概要について③
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記 事年 月

予備調査着手1967年（昭和42年） 4月

実施計画調査着手1974年（昭和49年） 4月

温井ダム工事事務所開設1977年（昭和52年） 4月

本体工事着手1991年（平成 3年） 7月

温井ダム建設事業完了2002年（平成14年） 3月

管理開始2002年（平成14年） 4月

水源地域ビジョン策定2008年（平成20年） 5月

☆調査開始から３５年かけて完成

温井ダムの概要①

・太田川の洪水防御

・河川環境の保全

・広島市及び周辺地域への

水道用水の供給

・発電（最大2,300ｋｗ）

温井ダムの目的

位置：広島県山県郡安芸太田町大字加計1956-2

形式：アーチ式コンクリートダム

１５６．０ｍダム堤高

３８２．０ｍダム堤頂長

２５３ｋｍ²集水面積

１．６ｋｍ²湛水面積

８２，０００千㎥総貯水容量

アーチ式ダムとしては日本で２番目の高さのダムです！
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テレビなどでの紹介

温井ダムの概要②

毎年４月中旬から５月末にかけて、貯水位の低下及び点検の
ための放流を、１日数回、中位放流設備から放流し一般に公
開しています。テレビなどで紹介されています。
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屋上展望台（庁舎３階）

ダム資料室(庁舎３階）

○温井ダムでは、温井ダムの迫力を身近で体験いただくとともに、温井ダムの役割などをたく
さんの方に知っていただくため、ダム堤体エレベータや見学トンネル、下流広場、屋上展望台、
資料室を一般に開放しています。

温井ダムの概要③

見学トンネル・下流広場

夏でもひんやりのトンネルを抜け

240m/分の高速エレベータで下へ

ダム下流の広場へ出れば、
見上げる西日本一のアーチダム

7



○温井ダムには最近、毎年概ね約3万人の来場者あり。

○年間では、春の新緑、秋の紅葉時期である5月、11月の来場者が突出しています。

○令和3年は新型コロナウイルスの影響もあり、来場者が大きく減少した。

令和4・5年は水位低下放流を再開したことで、コロナ前の水準まで来場者が回復しました。

温井ダムの概要④ ～来場者数～
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奈良俣ダム

水資源機構

温井ダム

中国地方整備局

宮ケ瀬ダム

関東地方整備局

温井ダムの概要⑤ ～カップ焼きそばU.F.O.とのコラボ～

全国のセブンイレブンで令和4年7月20日～令和4年8月2日までで焼きそばＵＦＯを１
個購入すると、1種のダム湯切りプレートをプレゼントするキャンペーンがありました！
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温井ダムの概要⑥
～これまでの温井ダムを活用した地域イベント～

【しわいマラソン】
主催が地元ボランティアであり、運営維持が
困難かつ、コロナ禍を機に終了しました。

【龍姫湖アクアスロン】
湖面利用の一環として、２回開催されましたが、
コロナ過及び湖面利用の安全性がまだ確立され
ず、大会は閉鎖しました。
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【龍姫湖祭り】
「ぬくい夢の丘公園」を主会場に、毎年秋に実施さ
れるお祭りです。地元の神楽などステージでのイ
ベント、広場での特産品の販売等が行われますが、
毎年似たような内容になっており、イベント事態が
マンネリ化の傾向にあります。

【ホタル祭り】
温井ダム直下の滝山川では毎年初夏、ホタルが乱舞し
ます。過去には、地元有志がピストンバスを運行しイベン
トを開催しましたが、円滑な運営ができず、一度きりの開
催となりました。

龍姫湖祭りメインステージ

キャットウォークを開放ぬくい夢の丘のメイン会場

ピストンバス運行

温井ダムの概要⑦
～これまでの温井ダムを活用した地域イベント～
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～令和３年１０月～
【温井ダムリゾート】がオープン
犬に特化したグランピング施設

～令和６年８月～
【グローバルリゾート温井】がオープン
令和３年９月より休館していましたが、
既存のホテルを現事業者が買い取り、
再オープンしました。

昨今の温井ダム周辺の取り組み① ～宿泊施設～

改装前

～現在の姿～

既存の

レストラン改修

グランピング

施設の新設
12
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昨今の温井ダム周辺の取り組み②

～ウォーターアクティビティの推進～

【令和６年度実績】

令和４年９月～ 湖面の民間活用に向けた社会実験開始
（ウェイクサーフィン、SUP、カヤック等）

令和４年10月 龍姫湖利用協議会設立
湖面を活用した社会実験が開始されたことに伴い、龍姫湖を有効
に利活用することや、自然環境の保全を目的に設立されました。ま
た、事故が発生した場合に迅速な対応ができるよう、地域の連携を
深めています。

令和７年４月～ 湖面のオープン化スタート
事故が起こることもなく、円滑に社会実験ができたことを受け、湖
面のオープン化がスタートしました。今後事業を本格始動します！

ウォーターアクティビティの概略

体験者数(人)アクティビティ

213ウェイクサーフィン

145カヤック

132SUP

164修学旅行

654合計 13



インフラツーリズム魅力倍増プロジェクトについて①

令和６年４月に
温井ダムが
中国地方で初めて
選定されました！

～選定時のプレスリリース～
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インフラツーリズム魅力倍増プロジェクトについて②

インフラツーリズム魅力倍増プロジェクトに選定されたことを受け、
これまで各関係団体で集まり、協議を重ねてきました。
今後温井ダム周辺をブランディング化するにあたり、どのようなことが必要であ
るか、現状の課題や今後の方向性について議論しました。

有識者、国土交通省、安芸太田町、（一社）地域商社あきおおた、
周辺事業者（飲食・ホテル・アクティビティ等）、地元団体

会議に参加してきた関係団体

・既存案内看板のサイズアップ
・常時開放エリアの拡大
・他のダムとの比較（わかりやすさを追求）
・ダム施設での、周辺コンテンツの紹介
・見学順路を明確化し、ストーリー性を
もたせる。
・温井ダムならではのグルメ開発

主な意見

・これまでは非公開だった場所を
ツアーに盛り込み、特別感の演出

・ダム見学ツアーに、周辺事業者の
飲食・宿泊・アクティビティが
一体となったツアーの造成
（事業者同士の連携）

今後の方向性
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ダム見学
ツアー

Lake Ryuki 
Water Complex
（ウォーターア
クティビティ）

STAY
（宿泊・

立ち寄り）

フィールドアク
ティビティ

（既存・誘致）

一般社団法人
NUKUI DAM 

OUTDOOR FIELD
安芸太田町国土交通省

今後の取り組み像について①

温井地区への更なる観光誘客を目指して

これまで紹介してきた、各組織においての様々な取り組みを連携させることで、

温井地区への誘客を図り、温井での観光資源を余すことなく体験できる仕組み
づくりに取り組んでいきます。

ウェイクサーフィン
カヤック、SUP

ガイド養成
お土産等の物販

ホテル
グランピング施設

キャンプ
サウナ施設
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今後の取り組み像について②

検討中の見学コース（案） ※令和７年５月時点

２．しわい階段チャレンジコース

「しわい階段」とは？
高低差約100m
段数477段
※“しわい”とは、方言で
「しんどい」「苦しい」
「厳しい」「つらい」
という意味

しわい階段
・普段は入ることのできない点検用通路

“キャットウォーク”に入れます！

１．キャットウォークコース
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～更なる活性化のために～

①担い手不足

現在周辺事業者が熱を持って取り組んでくれていますが、いずれの事
業者においても、担い手が不足している状況です。

特に、今後はツアーガイドやウォーターアクティビティのインストラク
ターが必要とされますので、担い手を確保していく必要があります。

②地域住民の高齢化

安芸太田町全体に言えることですが、高齢化が50％を超えており、温
井地域も例外ではありません。温井地域が今後活性化していくには、周
辺住民の協力も必要不可欠なことであり、地域の若返りが必要とされて
います。
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資料引用元：国土交通省中国地方整備局
一般社団法人地域商社あきおおた 19


